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第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査① Ｂ問題

(1) 厚さ

(2) 記号 イ

説明例 釘を１本取り出し，その重さを量る。

釘全体の重さ４００ｇを釘１本の重さでわると，釘全体の本数が求められる。

(3) エ 【ポイント】

ベニヤ板の問題と釘全体の重さの問題については，次の

ようなことが言えるよ。

・ ベニヤ板の厚みは，ベニヤ板の枚数に比例している。

・ 釘全体の重さは，釘の本数に比例している。



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■佐賀県小・中学校学習状況調査①

(1) ア 【ポイント】

△ＡＰＤの底辺ＡＤ，高さＡＰとすると，

点ＰがＡからＢまで動くとき，

底辺ＡＤの長さは変わらないが，

高さＡＰがだんだん長くなっていくね。

このことから，△ＡＰＤの面積がだんだん

大きくなることがわかるよ。

(2) 説明例

・点ＰがＢからＣまで動くとき，

△ＡＰＤの底辺をＡＤとするとこの三角形の高さは変わらない。

底辺と高さが変わらないので，三角形の面積も変わらない。

・点ＰがＣからＤまで動くとき，

△ＡＰＤの底辺をＡＤとすると，この三角形の高さはＰＤとなる。

このとき，高さＰＤはだんだん短くなっている。

つまり，△ＡＰＤの面積がだんだん小さくなる。



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■佐賀県小・中学校学習状況調査②

(1) 比例

３
(2) y ＝ x

２ 【ポイント】

影の長さは，ものの高さに比例しているので，

ものの高さを x cm，影の長さを y cm，比例定数を a とすると，

その関係の式は，y ＝ a x で表されるよ。

この式に，x ＝２０，y ＝３０を代入すると，

３
３０＝２０ a となり，a ＝ 。この値が比例定数だよ。

２

表を見ると，花だんのブロックは，

ものの高さが２０ｃｍで，影の長さは３０ｃｍだから，

３
影の長さは，ものの高さの 倍になっているよ。

２

(3) ６００ｃｍ

３
説明例 y ＝ x の式に，y ＝９００を代入して求めると，

２

３
９００＝ x

２

２
x ＝９００× ＝６００

３

だから，校旗用ポールの高さは６００ｃｍになる。

または，

ものの高さと影の長さは，比例関係にあるので，

影の長さが３０ｃｍから９００ｃｍに３０倍になっているので，

ものの高さも２０ｃｍから３０倍になる。

２０×３０＝６００から，校旗用ポールの高さは６００ｃｍになる。



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■佐賀県小・中学校学習状況調査③

１
(1) y ＝ x

１０ 【ポイント】

【図２】のグラフを見ると，重さ１００ｇのとき，

１
個数が１０個だから，１０÷１００＝ で，

１０

この値が比例定数になるよ。

重さ x ｇのときの y 個だから，

y の値を x の値でわることに注意してね。

または，

比例の関係だから，y ＝ a x に

x ＝１００，y ＝１０を代入して求める方法があるよ。

１０＝１００ a

１００ a ＝１０

１０ １ １
a ＝ ＝ よって y ＝ x

１００ １０ １０

(2) ３００個

１
説明例 x ，y の関係の式が，y ＝ x だから，３ｋｇを３０００ｇと考えて，

１０

x ＝３０００を代入すると，y ＝３００だから，３００個になる。

または，

比例式を使って考えてみると，

１００ｇのとき１０個，３０００ｇのとき y 個だから，

１００：１０＝３０００：y

外側の項の積と内側の項の積は等しいので，

１００ y ＝３００００

y ＝３００

だから，３００個になる。

(3) エ 【ポイント】

それぞれの問題を，y を x の式で表してみるよ。

３０
ア y ＝

x

４０
イ y ＝

x

ウ y ＝２５０－ x

エ y ＝１００ x

比例の関係の式 y ＝ a x になっているのはエだね。



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■佐賀県小・中学校学習状況調査④

(1) y ＝４ x 【ポイント】

２分間で８ｃｍの高さになっているので，

１分間で４ｃｍの割合で水面が高くなっていることになるよ。

水面の高さは，時間の４倍になっていることがわかるね。

この４が，比例定数になるよ。

比例の関係だから，式 y ＝ a x に，

x ＝２，y ＝８を代入して求める方法があるよ。

８＝２ a

２ a ＝８

a ＝４

よって，y ＝４ x

(2) ６０ｃｍ 【ポイント】

毎分２０ℓの割合で水を入れていくので，

３００ℓを入れるには，３００÷２０＝１５(分)かかる。

１分間で４ｃｍ高くなるので，

水そうの深さは，４×１５＝６０（ｃｍ）になるよ。

比例の式 y ＝４ x に x ＝１５を代入しても求められるね。

y ＝４×１５＝６０

(3) ２０ｃｍ分 【ポイント】

水そうは，１５分でいっぱになるので，

水があふれ始めてから５分たっていることになるね。

１分間で４ｃｍ高くなるので，４×５＝２０

水そうの深さ２０ｃｍ分になるよ。


